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2試験目的

近年,験の機械化にともない,全木集材が広く行なわれるよ5に左ったので,従来林地田 

遺棄されていた枝条などすべて林地外にもち出され,このため址カ低下の問題が懸念されてい 

る。また緩傾斜の林地では架線によらずトラクターによる索引運材を行なうので,肥沃左表層 

土壤を後乱し,土壤侵蝕の誘因とたる左ど,地力維持の面からみて悪影期があると考えられる。

このため養分确の破かい,土壤流亡の実態を調資するとどもに,地力低下に及ほす影紆を 

植裁試験左どによって求め,併せて肥培試験左どにより対策処置を究明する。

3昭和43年度の経過とえられた結果

1. 水上,沼田署管内においては,広葉樹の全木集材跡地の実態調査を実施した。

2. 恵庭署管内においては,火山拋出物地帯における全幹集材予定林分について主として植生, 

土垠,林木の養分含有状態を調査したが,現在次のよ?な結果がえられた。
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5.窪川署管内においては,作為的に枝条放置区,除去区を立地ごとに設定し,また,試験地 

内の土凝の状態を調査し,試験地内にヤナセスギを植栽した。

4昭和44年度試験計画

1 針葉樹天然生林の全木集材実行地における物質循環の調査および跡地の土壤理化学性変 

化と,造林木の生長に及ぼす影響

2 全木奂材後に枝条持ち出し,枝釜散布,施肥などを組合わせた試験区を設定し,土壌の 

精密調査を実施する。とくに設屈化の化学性の変化を追求する。


